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柳
宗
元
の
望
郷
詩
松
本
肇
一
山
に
登
る
柳
宗
元
は
柳
州
で
「
登
柳
州
峨
山
」
（
巻
四
十
二
）
と
題
す
る
詩
を
作
っ
て
い
る
。
峨
山
に
登
り
、
望
郷
の
思
い
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
。
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〔
）
荒
山
秋
日
小
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上
意
悠
悠
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如
何
望
郷
処
西
北
是
融
州
荒山
秋
日
午
な
り
独
り
上
れ
ば
意
悠
悠
た
り
如
何
ぞ
望
郷
の
処
西
北
は
是
れ
融
州
平
易
な
こ
と
ば
で
書
か
れ
た
こ
の
詩
の
前
半
に
は
、
望
郷
の
思
い
と
結
び
つ
く
詩
語
が
た
く
み
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
秋
日
」
は
、
劉
長
郷
「
今
日
登
呉
公
台
上
寺
遠
眺
寺
即
陳
将
呉
明
徹
戦
場
」
（
『
劉
随
州
詩
集
』
巻
二
）
の
中
に
、
古
台
揺
落
後
古台
揺
落
の
後
0
0
0
0
0
秋
日
望
郷
心
秋日
望
郷
の
心
96
と
あ
る
。
古
戦
場
で
の
感
慨
を
記
し
た
作
品
。
ま
た
、
「
悠
悠
」
は
、
石
崇
「
贈
蔑
汲
詩
」
（
遠
欽
立
輯
校
『
先
秦
漠
貌
晋
南
北
朝
詩
』
41
95
晋
詩
巻
四
、
中
華
書
局
、
一
九
八
三
）
の
中
に
、
寂
寂
守
空
域
寂
寂
と
し
て
空
域
を
守
り
0
0
0
0
0
悠
悠
思
故
郷
悠
悠
と
し
て
故
郷
を
思
う
と
見
え
る
。
つ
ま
り
、
柳
宗
元
の
詩
は
「
秋
日
」
「
悠
悠
」
の
中
に
す
で
に
望
郷
の
思
い
が
暗
示
さ
れ
、
そ
れ
が
第
三
句
の
「
望
郷
」
と
い
う
こ
と
ば
に
ス
ム
ー
ス
に
連
動
し
て
い
く
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
敵
州
は
、
今
の
広
西
壮
族
自
治
区
柳
州
市
内
。
『
旧
唐
書
』
巻
四
十
一
・
地
理
志
四
の
嶺
南
道
・
柳
州
の
説
明
に
「
北
の
か
た
融
州
に
至
る
こ
と
二
十
里
」
と
あ
り
、
そ
の
融
州
か
ら
故
郷
の
長
42
柳宗元の望郷詩
安
ま
で
の
距
離
は
、
「
京
師
に
至
る
こ
と
五
千
二
百
七
十
里
」
（
同
上
・
融
州
の
説
明
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ら
見
た
場
合
、
こ
の
詩
に
は
「
登
高
遠
望
」
と
「
隔
て
」
の
モ
チ
ー
フ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
詩
に
つ
い
て
考
察
す
る
前
に
、
従
来
の
望
郷
詩
の
主
な
表
現
パ
タ
ー
ン
を
探
っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
望
郷
詩
と
い
う
観
点
か
以
下
、
柳
宗
元
の
望
郷
『
詩
経
』と
『
楚
辞
』の
望
郷
詩
望
郷
詩
の
最
も
早
い
例
は
す
で
に
『
詩
経
』
の
中
に
現
わ
れ
る
。
『
詩
経
』
親
風
、
「
捗
帖
」
は
、
出
征
兵
士
の
望
郷
の
思
い
を
詠
じ
た
も
の
で
、
岩
山
に
登
っ
た
兵
士
に
肉
親
が
呼
び
か
け
る
と
い
う
形
式
を
取
っ
て
い
る
。
捗
彼
略
号
曙
望
父
今
父
日
嗟
予
子
行
役
夙
夜
無
己
上
憤
旅
哉
猶
来
無
血
彼
の
暗
に
捗
り
父
を
塘
望
す
ああ
父
白
く
嗟
予
が
子
よ
行
役
し
て
夙
夜
己
む
こ
と
無
か
ら
ん
ねが
これ
上
わ
く
は
鯖
を
慎
ま
ん
か
な
猶
お
来
り
て
止
ま
る
こ
と
無
か
れ
と
こ
れ
は
父
親
が
息
子
に
呼
び
か
け
る
部
分
で
、
行
軍
の
つ
ら
さ
に
同
情
し
な
が
ら
、
戦
地
に
留
ま
ら
ず
に
帰
っ
て
来
い
と
言
っ
て
い
る
。
続
い
て
母
親
が
、
戦
争
で
眠
れ
な
い
の
を
心
配
し
な
が
ら
、
あ
き
ら
め
な
い
で
帰
っ
て
来
い
と
呼
び
か
け
、
最
後
に
兄
が
、
肇本松49
仲
間
と
一
緒
に
い
る
か
ど
う
か
心
配
し
な
が
ら
、
死
な
な
い
で
帰
っ
て
来
い
と
呼
び
か
け
る
。
「
捗
帖
」
（
帖
は
、
ご
つ
ご
つ
し
た
岩
（
1
）
山）
と
い
う
詩
濃
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
こ
に
は
「
登
高
遠
望
」
の
モ
チ
ー
フ
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
唐
風
の
「
鴇
羽
」
（鴇
は
、
の
が
ん
）
も、
粛
粛
鴇
羽
集
手
篭
梯
王
事
靡
監
不
能
夢
稜
黍
父
母
何
倍
悠
悠
蒼
天
局
其
有
所
兵
士
の
望
郷
の
思
い
を
詠
じ
て
い
る
。
粛
粛
た
る
鴇
羽
とど
電
機
に
集
ま
る
もろ
な
王
事
は
監
き
こ
と
靡
く
ヽ
（
ノ
穫
黍
を
竹
節
う
る
能
わ
ず
たの
父
母
は
何
を
か
怯
ま
ん
悠
悠
た
る
蒼
天
よ
い
つ易
か
其
れ
所
有
ら
ん
最
初
の
部
分
を
見
る
と
、
鳥
が
木
に
止
ま
る
描
写
か
ら
始
ま
り
、
王
の
戦
争
は
容
赦
な
く
、
故
郷
に
帰
っ
て
き
び
を
植
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
、
父
母
は
何
を
頼
り
に
生
き
て
い
る
だ
ろ
う
、
と
述
べ
て
い
る
。
加
納
喜
光
『
詩
経
』
上
（
中
国
の
古
典
一
入
、
学
習
研
究
社
、
一
九
八
二
）
に
よ
れ
ば
、
「
荒
れ
た
田
野
と
親
の
飢
え
に
思
い
を
は
せ
、
安
ら
か
な
日
の
来
る
の
を
祈
る
」
郷
に
心
を
痛
め
る
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
詩
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
．
「
荒
れ
た
故
小
雅
・
鴻
層
之
什
の
「
黄
鳥
」
は
、
最
初
の
部
分
で
次
の
よ
う
に
歌
っ
て
い
る
。
黄
鳥
黄
鳥
無
集
子
穀
無
啄
我
釆
此
邦
之
人
不
我
肯
穀
言
旋
言
帰
黄
鳥
よ
黄
鳥
よ
とど
穀
に
集
ま
る
無
か
れ
我
が
粟
を
啄
む
無
か
れ
此
の
邦
の
人
我
を
肯
え
て
穀
か
さ
ず
ここ
かえ
ここ
言
に
旋
り
言
に
帰
り
43
93柳宗元の 望郷詩
かえ
復
我
邦
族
我
が
邦
族
に
復
ら
ん
う
ぐ
い
す
に
、
か
じ
の
き
に
止
ま
る
な
、
私
の
穀
物
を
つ
い
ば
む
な
、
と
呼
び
か
け
、
こ
の
国
の
人
た
ち
と
は
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
け
な
い
、
車
を
返
し
て
一
族
の
も
と
に
帰
り
た
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
加
納
喜
光
『
詩
経
』
下
（
中
国
の
古
典
一
九
、
学
習
研
究
社
、
一
九
八
三
）
に
よ
れ
ば
、
「
異
郷
で
の
居
心
地
の
悪
さ
と
、
望
郷
の
思
い
」
を
述
べ
た
も
の
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
「
異
郷
の
風
土
へ
の
違
和
感
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
現
わ
れ
、
ま
た
、
「
黄
鳥
」
つ
ま
り
鳥
の
モ
チ
ー
フ
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
望
郷
諸
に
関
連
す
る
も
の
で
は
、
小
雅
・
鹿
鳴
之
什
の
「
枚
杜
」
が
あ
る
。
「
出
征
兵
士
の
帰
還
を
待
つ
妻
の
抒
情
」 で
、
「
二
人
を
隔
て
る
長
々
し
い
時
間
と
空
間
に
対
す
る
悲
し
み
と
祈
り
を
述
べ
る
」
（
加
納
喜
光
『
詩
経
』
下
）
作
品
で
あ
る
。
こ
の
中
で
は
、
0
0
0
0
0
「
征
夫
遽
止
」
「
征
夫
帰
止
」
「
征
夫
不
遠
」
「
征
夫
避
止
」
の
よ
う
に
、
夫
の
帰
還
を
望
む
妻
の
心
情
が
段
階
的
に
高
め
ら
れ
て
い
く
。
こ
の
作
品
は
、
兵
士
の
妾
の
心
境
を
詠
じ
た
も
の
だ
が
、
こ
こ
に
は
隔
て
の
モ
チ
ー
フ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
『
楚
辞
』
の
場
合
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
藤
野
岩
友
氏
は
「
楚
辞
九
弁
考
」
（
『
増
補
巫
系
文
学
論
』
、
大
学
書
房
、
一
九
六
九
）
の
中
で
、
「
九
章
を
見
る
と
、
放
逐
流
維
の
身
を
悲
し
ん
で
故
国
を
思
ふ
情
が
ま
こ
と
に
痛
切
な
も
の
が
あ
り
、
い
か
に
も
辟
旅
の
文
学
、
望
郷
の
文
学
と
し
て
の
性
格
が
強
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
九
章
の
「
京
都
」
の
中
に
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。
44
鳥
飛
反
故
郷
骨
狐
死
必
首
丘
信
非
吾
罪
而
棄
逐
骨
何
日
夜
而
忘
之
かえ
鳥
は
飛
び
て
故
郷
に
反
り
狐
は
死
し
て
必
ず
丘
に
首
す
信
に
吾
が
罪
に
非
ず
し
て
棄
逐
せ
ら
る
何
ぞ
日
夜
に
し
て
之
を
忘
れ
ん
こ
こ
に
は
、
鳥
の
モ
チ
ー
フ
が
現
わ
れ
る
と
と
も
に
、
無
実
の
罪
に
よ
る
追
放
と
い
う
独
特
の
要
素
が
加
わ
っ
て
い
る
。
濃
艶
六
朝
の
望
郷
詩
漠
貌
六
朝
に
な
る
と
、
望
郷
詩
に
新
し
い
展
開
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
故
郷
と
の
空
間
的
隔
た
り
を
解
消
す
る
た
め
の
試
み
を
詠
じ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
陸
機
の
「
為
顧
彦
先
贈
婦
二
首
」
英
一
（
『
文
選
』
巻
二
十
四
）
を
見
よ
う
。
肇絵 本
辞
家
遠
行
違
悠
悠
三
千
里
京
洛
多
風
塵
素
衣
化
為
編
修
身
悼
憂
苦
感
念
同
懐
子
隆
思
乱
心
曲
沈
歓
滞
不
起
歓
沈
難
恕
輿
心
乱
誰
為
理
願
仮
帰
鴻
翼
駅
飛
済
江
氾
家
を
辞
し
て
遠
く
行
違
す
悠
悠
た
り
三
千
里
京洛
風
塵
多
く
素衣
化
し
て
肋
梢
と
為
る
身
を
修
む
る
も
憂
苦
を
悼
み
同
懐
の
子
を
感
念
す
隆思
心
曲
を
乱
し
沈歓
滞
り
て
起
ら
ず
よ
歓
び
沈
み
て
勉
く
興
し
難
く
おさ
心
乱
れ
て
誰
か
為
に
埋
め
ん
願
わ
く
は
帰
鴻
の
翼
を
仮
り
ほ
と
り
翻
飛
し
て
江
の
氾
に
瀞
ば
ん
92
こ
れ
は
、
「
都
の
生
活
の
わ
び
し
さ
を
述
べ
、
故
郷
に
居
残
る
妻
へ
の
思
い
を
歌
う
」
（
花
房
英
樹
『
文
選
』
三
、
全
釈
漢
文
大
系
二
八
、
集
英
社
、
一
九
七
四
）
詩
。
最
後
に
、
鳥
の
翼
を
借
り
て
妻
の
も
と
に
飛
ん
で
行
き
た
い
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
よ
う
。
鳥
に
な
っ
て
空
を
飛
び
た
い
と
い
う
願
望
は
、
異
郷
と
故
郷
と
の
距
離
を
な
く
し
て
し
ま
お
う
と
い
う
積
極
的
な
気
持
ち
を
表
わ
し
て
い
る
。
な
お
、
「
悠
悠
三
千
里
」
（
出
典
は
察
淡
「
悲
憤
詩
」
、
『
漢
詩
』
巻
七
）
、
「
京
洛
多
風
塵
」
は
そ
れ
ぞ
れ
、
望
郷
詩
に
お
け
る
「
隔
て
」
と
「
異
郷
の
風
土
へ
の
違
和
感
」
の
モ
チ
ー
フ
を
示
し
て
い
る
。
陸
機
に
は
ま
た
、
「
贈
従
兄
単
騎
」
（
『
文
選
』
巻
二
十
四
）
と
題
す
る
詩
が
あ
る
。
「
ふ
る
さ
と
の
山
川
を
思
い
や
り
、
親
し
い
人
の
お
も
か
げ
を
し
の
び
、
身
内
か
ら
離
れ
て
い
る
せ
つ
な
さ
を
歌
う
」
（
花
房
英
樹
『
文
選
』
三
）
も
の
。
そ
の
中
で
、
し，、づY－く
安
得
忘
帰
草
安
ん
ぞ
忘
帰
の
草
を
得
て
ここ
・
り
し
ろ
まえ
、り
言
樹
背
与
衿
言
に
背
と
衿
と
に
樹
え
ん
45
91
と
述
べ
て
い
る
。
帰
り
を
忘
れ
る
と
い
う
名
の
草
を
取
っ
て
、
後
ろ
や
前
に
植
え
た
い
と
い
う
。
こ
れ
は
、
『
詩
経
』
衛
風
、
「
伯
骨
」
46
に
柳宗元の望郷詩
い
ず
く
焉
得
譲
草
焉
に
か
譲
草
を
得
て
ここ
・
つ
し
ろ
、つ
言
樹
之
背
言
に
之
を
背
に
樹
え
ん
と
あ
る
の
に
基
づ
く
。
戦
争
に
行
っ
た
恋
人
へ
の
思
慕
を
歌
う
詩
。
そ
こ
で
は
、
草
を
植
え
る
行
為
は
恋
人
へ
の
思
慕
と
結
び
つ
い
て
い
た
が
、
陸
機
は
そ
れ
を
望
郷
の
思
い
に
転
換
し
た
。
忘
却
の
た
め
に
草
を
植
え
る
と
い
う
考
え
方
は
、
鳥
に
な
つ
て
空
を
飛
び
た
い
と
い
う
願
望
に
比
べ
れ
ば
、
消
極
的
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
だ
が
、
故
郷
と
の
距
離
を
ゼ
ロ
に
す
る
試
み
と
い
う
点
で
は
、
同
じ
目
的
を
持
つ
も
の
な
の
で
あ
る
。
現
実
に
は
故
郷
に
帰
れ
な
く
と
も
、
故
郷
の
夢
を
見
る
こ
と
は
で
き
る
。
夢
の
中
。
そ
こ
で
は
異
郷
と
故
郷
の
距
離
は
完
全
に
解
消
さ
れ
る
。
飽
照
に
「
夢
帰
郷
」
（
『
飽
氏
集
』
巻
七
）
と
題
す
る
詩
が
あ
る
。
江
南
の
人
が
北
の
旅
に
出
て
、
夢
の
中
で
故
郷
に
帰
り
、
妾
と
楽
し
む
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
ふく
1
衝
涙
出
部
門
涙
を
衝
み
て
部
門
を
出
で
撫
剣
無
人
達
沙
風
暗
空
起
離
心
脊
郷
畿
5
夜
分
就
孤
枕
夢
想
暫
言
帰
嬬
婦
当
戸
嘆
掻
糸
復
鳴
機
僚
款
論
久
別
1
0
相
将
還
綺
閻
剣
を
無
人
の
達
に
撫
す
沙風
暗
空
に
起
こ
り
か
え
り
離心
郷
畿
を
窄
み
る
夜分
孤
枕
に
就
き
ここ
夢想
暫
く
言
に
帰
る
嬬
婦
は
戸
に
当
た
h
ソ
て
嘆
き
糸
を
掻
き
て
復
た
機
を
鳴
ら
す
僚款
久
別
を
論
じ
ひき
相
将
い
て
綺
闇
に
還
る
肇松 本
歴
歴
尊
下
涼
胱
瀧
帳
義
輝
刈
蘭
争
券
芳
採
菊
競
京
菜
1
5
開
奄
奪
香
蘇
探
袖
解
繚
徴
夢
中
長
路
近
覚
後
大
江
違
驚
起
空
嘆
息
2
0
恍
惚
神
魂
飛
白
水
漫
浩
浩
高
山
壮
観
魂
波
瀾
異
往
復
風
雲
改
栄
衰
2
5
此
土
非
吾
土
憤
慨
当
告
誰
歴
歴
た
り
箸
下
の
涼
胱
放
た
り
帳
真
の
輝
き
蘭
を
刈
り
て
券
芳
を
争
い
菊
を
採
り
て
≠
威
か
雑
を
競
う
奮
を
開
き
て
番
搬
鮮
を
奪
い
袖
を
探
り
て
繚
徽
を
解
く
夢中
長
路
近
く
覚後
大
江
違
う
驚
起
し
て
空
し
く
嘆
息
し
恍
惚
と
し
て
神
魂
飛
ぶ
白水
漫
と
し
て
浩
浩
高山
壮
と
し
て
親
裁
波瀾
往
復
異
な
り
風雲
栄
衰
改
ま
る
此
の
土
は
吾
が
土
に
非
ず
まさ
憤慨
当
に
誰
に
か
告
ぐ
べ
き
こ
の
詩
は
、
第
一
～
八
句
で
、
北
の
旅
人
が
孤
独
な
夜
の
夢
の
中
で
故
郷
に
帰
り
、
六
句
は
、
夢
の
中
で
妾
と
楽
し
い
時
を
過
ご
す
こ
と
を
歌
う
。
第
一
七
～
二
六
句
は
、
妻
に
対
面
す
る
よ
う
す
を
措
く
。
第
九
～
一
目
覚
め
た
後
の
現
実
（
異
郷
で
の
生
活
）
を
嘆
い
て
い
る
。
異
郷
で
の
孤
独
を
生
活
を
忘
れ
て
、
妻
の
も
と
に
帰
れ
る
の
は
、
夢
の
中
だ
か
ら
で
あ
る
。
夢
か
ら
覚
め
れ
ば
再
び
現
実
に
引
き
戻
さ
れ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
「
夢
中
長
路
近
、
覚
後
大
江
違
」
。
夢
の
中
の
故
郷
は
近
い
が
、
現
実
に
は
遠
い
。
（
2
）
90
こ
こ
に
は
、
幸
福
な
夢
と
不
幸
な
現
実
の
対
比
が
あ
る
。
こ
の
図
式
は
、
望
郷
の
夢
の
詩
に
ほ
ぼ
二
貫
し
て
い
る
。
蘇
子
卿
の
「
南
．
4
7
89
征
詩
」
（
『
陳
詩
』
故
郷
夢
中
近
辺
愁
酒
上
寛
と
あ
る
。
次
に
、
巻
九
）
に
も
、
故郷
夢
中
に
近
く
ゆる
辺愁
酒
上
に
寛
く
す
柳
宗
元
の
望
郷
詩
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
柳
宗
元
の
望
郷
詩
48
ハ
3
）
柳
宗
元
の
故
郷
は
長
安
で
あ
る
。
永
州
に
流
さ
れ
た
柳
宗
元
に
草
木
を
詠
じ
る
詩
が
い
く
つ
か
あ
り
、
そ
の
中
で
望
郷
の
思
い
を
柳宗元の 望郷詩
吐
露
し
て
い
る
。
「
早
梅
」
（
巻
四
十
三
）
と
題
す
る
詩
で
は
、
欲
為
万
里
贈
万
里
の
贈
を
為
さ
ん
と
欲
す
れ
ば
香
香
山
水
隔
沓
沓
と
し
て
山
水
隔
た
る
と
歌
う
。
梅
を
遠
い
故
郷
に
贈
り
た
く
て
も
、
山
川
に
隔
て
ら
れ
て
い
る
た
め
に
で
き
な
い
と
い
う
の
だ
。
こ
こ
に
現
わ
れ
た
隔
て
0
0
0
の
モ
チ
ー
フ
は
、
望
郷
詩
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
冒
頭
に
「
早
梅
発
高
樹
、
過
晩
餐
天
碧
」
と
歌
う
の
は
、
南
国
の
空
の
青
さ
が
北
国
生
ま
れ
の
柳
宗
元
に
は
異
様
に
映
る
こ
と
、
南
中
栄
橘
袖
（
巻
四
十
三
）
す
な
わ
ち
異
郷
の
風
土
へ
の
違
和
感
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
橘
袖
懐
貞
質
受
命
此
炎
方
密
林
耀
架
線
晩
歳
有
余
山
方
殊
風
限
清
漠
飛
雪
滞
故
郷
攣
条
何
所
歎
橘袖
貞
質
を
懐
き
命
を
此
の
炎
方
に
受
く
密林
架
線
を
輝
か
し
晩歳
余
芳
有
り
殊風
清
漠
に
限
ら
れ
飛雪
故
郷
に
滞
る
えだ
ひ
条
を
響
き
て
何
の
欺
く
所
ぞ
肇
北
望
熊
与
湘
北
の
か
た
熊
と
湘
と
を
望
む
○
（
〕
○
ハ
〕
（
U
こ
の
詩
は
、
謝
胱
の
「
訓
王
晋
安
」
（
『
文
選
』
巻
二
十
六
）
に
、
「
南
中
栄
橘
柚
、
寧
知
鴻
雁
飛
」
と
あ
る
の
を
詩
題
に
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
「
訓
王
晋
安
」
は
、
南
国
へ
の
あ
こ
が
れ
を
詠
じ
る
詩
で
、
陸
機
「
為
顧
彦
先
贈
婦
二
首
」
英
一
（
『
文
選
』
巻
二
十
四）
の
「
京
洛
多
風
塵
、
素
衣
化
為
維
」
に
基
づ
き
な
が
ら
、
誰
能
久
京
洛
誰
か
能
く
京
洛
に
久
し
か
ら
ん
絹
感
染
素
衣
維塵
素
衣
を
染
む
の
よ
う
に
、
都
の
生
活
へ
の
嫌
悪
感
を
表
明
す
る
。
柳
宗
元
ほ
謝
眺
の
詩
句
を
用
い
な
が
ら
、
南
へ
の
あ
こ
が
れ
を
北
へ
の
望
郷
の
0
0
思
い
に
反
転
さ
せ
た
。
そ
れ
は
典
故
の
逆
用
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
「
飛
雪
滞
故
郷
」
に
つ
い
て
も
、
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
「
飛
雪
」
は
『
楚
辞
』
招
魂
に
見
え
る
こ
と
ば
で
あ
る
。
本
魂
骨
帰
来 北
方
不
可
以
止
些
増
水
峨
峨
松
禦
㌻
畠
些
魂
よ
帰
り
来
れ
北
方
は
以
て
止
ま
る
べ
か
ら
ず
増
水
は
峨
峨
と
し
て
飛
雪
は
イ
十
里
な
り
こ
れ
は
、
北
方
は
恐
ろ
し
い
と
こ
ろ
だ
と
述
べ
て
、
屈
原
の
魂
を
招
く
箇
所
で
あ
る
。
「
飛
雪
」
と
い
う
語
を
用
い
な
が
ら
、
招
魂
に
お
け
る
北
へ
の
嫌
悪
を
、
柳
宗
元
は
北
へ
の
憧
憬
に
反
転
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
典
故
の
逆
用
の
例
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
ら
は
、
柳
宗
元
の
屈
折
的
な
心
情
を
示
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
な
お
、
「
南
中
栄
橘
袖
」
で
、
故
郷
を
直
接
指
示
せ
ず
、
「
北
望
熊
与
湘
」
（
熊
と
湘
は
、
湖
南
省
の
熊
山
と
湘
山
）
の
よ
う
に
異
郷
の
山
河
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
帰
郷
の
障
害
の
大
き
さ
を
暗
示
す
る
手
法
も
見
落
と
す
こ
と
ほ
で
き
な
い
。
柳
州
に
流
さ
0
0
0
0
0
れ
て
か
ら
の
作
品
で
は
、
「
登
柳
州
峨
山
」
の
「
如
何
望
郷
処
、
西
北
是
融
州
」
や
、
「
柳
州
寄
京
中
親
政
」
（
巻
四
十
二
）
の
「労
0
0
0
0
0
0
0
君
達
間
竜
城
地
、
正
北
三
千
到
錦
州
」
な
ど
が
同
様
の
例
で
あ
る
。
錦
州
は
、
今
の
湖
南
省
懐
化
市
内
。
『
旧
密
書
』
巻
四
十
・
地
純
理
志
三
の
江
南
西
道
。
錦
州
の
説
明
に
「
京
師
に
至
る
こ
と
三
千
五
百
里
」
と
い
う
。
錦
州
か
ら
都
ま
で
の
距
離
は
、
柳
州
か
ら
錦
49
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州
ま
で
の
距
離
と
同
じ
く
ら
い
遠
か
っ
た
の
で
あ
る
。
望
郷
詩
に
お
け
る
「
荒
れ
た
故
郷
」
の
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
「
首
春
逢
耕
者
」
（
巻
四
十
三
）
の
故
地
想
蕪
没
故地
蕪
没
を
想
う
まさ
遺
畝
当
榛
荊
遺畝
当
に
榛
荊
な
る
べ
し
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
「
春
懐
故
園
」
（
巻
四
十
三
）
も
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
50
柳宗元の 望郷詩
九
恵
鳴
己
晩
楚
郷
農
事
春
悠
悠
故
池
永
空
待
港
園
人
九雇
鳴
く
こ
と
己
に
晩
く
楚郷
農
事
春
な
り
悠
悠
た
り
故
地
の
水
空
し
く
園
に
潅
ぐ
の
人
を
待
つ
う
ず
ら
が
鳴
い
て
農
事
を
告
げ
る
季
節
に
な
っ
た
の
に
、
故
郷
の
庭
園
の
手
入
れ
を
す
る
人
が
誰
も
い
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
柳
宗
元
の
望
郷
詩
が
、
従
来
の
望
郷
詩
の
表
現
パ
タ
ー
ン
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
次
は
、
柳
宗
元
の
望
郷
詩
に
お
け
る
夢
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
梅雨
（
巻
四
十
三
）
梅
実
迎
時
雨
蒼
茫
倦
晩
春
愁
深
楚
猿
夜
0
0
0
0
0
夢
断
越
難
農
海
霧
道
南
極
江
雲
暗
北
津
素
衣
今
尽
化
非
為
帝
京
塵
梅実
時
雨
を
迎
え
あ
蒼
茫
と
し
て
晩
春
に
億
う
愁
は
探
し
楚
猿
の
夜
夢
は
断
た
る
越
難
の
農
海霧
南
極
に
連
な
り
江雲
北
津
に
略
し
素衣
今
尽
く
化
す
る
は
・
帝
京
の
塵
の
為
に
非
ず
肇本松
こ
の
詩
は
異
郷
の
風
土
へ
の
違
和
感
を
詠
じ
た
も
の
で
、
と
り
わ
け
最
後
の
二
句
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
二
句
は
、
「
京
洛
多
風
塵
、
素
衣
化
為
絹
」
（
陸
機
「
為
顧
彦
先
贈
婦
二
首
」
其
一
）
に
基
づ
き
な
が
ら
、
陸
機
に
お
け
る
北
の
都
へ
の
違
和
感
を
南
方
へ
の
違
和
感
に
反
転
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
典
故
の
逆
用
の
例
で
、
柳
宗
元
の
望
郷
詩
の
大
き
な
特
徴
と
言
っ
て
よ
い
。
おも
いた
沈
徳
潜
『
唐
詩
別
裁
集
』
巻
十
二
は
、
こ
の
詩
に
つ
い
て
、
「
陸
士
衡
の
語
を
活
用
す
る
は
、
帝
郷
を
念
い
、
放
逐
を
傷
む
所
以
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
梅
雨
」
の
詩
に
は
「
夢
断
越
難
農
」
と
あ
る
。
に
わ
と
り
の
声
で
夢
が
中
断
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
柳
宗
元
は
い
っ
た
い
ど
ん
な
夢
を
見
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
故
郷
の
夢
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
私
は
思
う
。
柳
宗
元
に
次
の
よ
う
な
詩
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
零
陵
早
春
間
春
従
此
去
幾
日
到
秦
原
憑
寄
還
郷
夢
窓
暫
入
故
園
南
方
の
春
は
早
い
。
（
巻
四
十
三
）
春
に
問
う
此
よ
り
去
り
て
幾
日
か
秦
原
に
到
ら
ん
憑
害
す
郷
に
還
る
夢
に
怒
敷
に
故
囲
に
入
れ
と
そ
の
春
と
一
緒
に
夢
の
中
で
故
郷
に
帰
り
た
い
と
歌
っ
て
い
る
。
夢
の
中
で
は
誰
で
も
故
郷
に
帰
る
こ
と
が
で
き
る
。
柳
宗
元
に
途
切
れ
た
夢
を
歌
う
詩
が
も
う
一
首
あ
る
。
問
責
巌
（
巻
四
十
三
）
1
倦
閉
子
規
朝
暮
声
不
意
忽
有
黄
鮎
鳴
一
声
夢
断
楚
江
曲
浦
眼
故
園
春
意
生
86
5
日
梅
干
里
無
山
河
聞
く
に
倦
む
子
規
朝
暮
の
声
おも意
わ
ざ
り
き
忽
ち
貴
殿
の
鳴
く
有
ら
ん
と
は
一声
夢
断
た
る
楚
江
の
曲
浦眼
故園
春
意
生
ず
日
干
里
を
極
む
れ
ば
山
河
無
く
51
85柳宗元の 望郷詩
麦
空
際
天
揺
音
波
王
畿
優
本
少
賦
役
務
閑
酒
熟
鏡
経
過
此
時
晴
煙
最
深
処
舎
南
巻
北
遥
補
語
1
0
翻
日
過
度
昆
明
飛
凌
風
邪
看
細
柳
表
我
今
誤
落
千
万
山
身
同
愴
人
不
思
還
郷
禽
何
事
亦
来
此
1
5
令
我
生
心
憶
桑
梓
閑
古
ノ
退
麹
帰
務
速
西
林
紫
棍
行
当
熟
J芸いし
憂
苦
天
に
際
わ
り
て
音
波
を
揺
る
が
す
ゆ
た
か
王
畿
本
を
優
に
し
て
賦
役
少
な
く
おお
務
め
閑
に
酒
熟
し
て
経
過
擁
し
此
の
時
晴
煙
最
も
深
き
処
舎南
巷北
遥
か
に
相
語
る
はる
わた
日
に
翻
り
退
か
に
昆
明
を
度
り
て
飛
び
なな
あが
風
を
凌
ぎ
邪
め
に
細
柳
を
看
て
盛
る
我
今
誤
っ
て
千
万
の
山
に
落
ち
身
は
愴
人
に
同
じ
く
し
て
還
る
を
思
わ
ず
郷禽
何
事
ぞ
亦
此
に
来
り
我
を
し
て
心
を
生
じ
て
桑
梓
を
憶
わ
し
む
めぐ
声
を
閉
じ
勉
を
過
ら
し
て
帰
る
こ
と
速
や
か
な
る
を
務
め
よ
ユ
ま
々
ご
西
林
の
紫
楳
行
く
ゆ
く
当
に
熟
す
べ
し
52
こ
の
詩
は
、
第
一
・
二
句
の
鳥
の
モ
チ
ー
フ
か
ら
始
ま
る
。
そ
れ
は
春
の
心
地
よ
さ
を
表
わ
す
と
と
も
に
、
望
郷
の
思
い
を
詠
じ
る
伏
線
と
も
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
第
三
・
四
句
は
、
途
切
れ
た
夢
と
故
郷
へ
の
思
い
を
述
べ
、
第
五
・
六
句
で
、
異
郷
と
故
郷
を
隔
て
る
障
害
が
な
く
な
つ
た
こ
と
を
い
う
。
隔
て
の
モ
チ
ー
フ
の
解
消
で
あ
る
。
第
七
・
八
句
は
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
し
て
の
都
を
歌
う
も
の
で
、
第
九
～
一
二
句
ほ
、
都
の
空
を
鳥
が
飛
ぶ
よ
う
す
を
措
い
て
い
る
。
第
一
三
・
一
四
・
旬
は
、
異
郷
で
の
敗
諭
の
暮
し
と
帰
ら
ぬ
意
志
を
述
べ
る
。
第
一
五
・
一
六
句
は
、
再
び
鳥
の
モ
チ
ー
フ
に
よ
り
望
郷
の
思
い
を
詠
じ
、
第
一
七
・
一
人
句
で
、
鳥
よ
、
故
郷
に
帰
れ
と
呼
び
か
け
て
、
全
体
を
結
ん
で
い
る
。
「
間
黄
鮎
」
に
は
、
望
郷
詩
と
し
て
注
目
す
べ
き
点
が
い
く
つ
か
あ
る
。
ま
ず
、
「
一
声
夢
断
楚
江
曲
、
満
眼
故
囲
春
意
生
」
と
あ
る
よ
う
に
、
夢
が
中
断
し
た
と
こ
ろ
か
ら
望
郷
の
思
い
が
ふ
く
ら
ん
で
い
く
こ
と
で
あ
る
。
漢
魂
六
朝
の
望
郷
詩
に
つ
い
て
、
故
肇本松
郷
の
夢
の
詩
に
は
、
幸
福
な
夢
と
不
幸
な
現
実
の
対
比
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
す
で
に
述
べ
た
。
唐
詩
に
な
っ
て
も
、
こ
の
図
式
は
変
わ
ら
な
い
。
例
え
ば
、
顧
況
の
「
聴
角
思
帰
」
（
『
全
唐
詩
』
巻
二
六
七
、
中
華
書
局
、
一
九
六
〇
）
を
見
る
と
、
故
国
黄
葉
満
青
苔
故国
黄葉
青
苗
に
満
つ
夢
後
城
頭
暁
角
哀
夢後
城頭
暁
角
哀
し
と
い
う
。
夢
か
ら
覚
め
る
と
悲
惨
な
現
実
に
引
き
戻
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
夢
の
終
了
・
中
断
は
詩
に
お
け
る
幸
福
な
時
間
の
終
了
・
中
断
を
意
味
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
夢
の
中
で
は
故
郷
ま
で
の
距
離
が
な
く
な
る
こ
と
を
逆
に
利
用
し
て
、
夢
の
中
で
も
故
郷
は
遠
い
と
歌
う
例
が
あ
る
。
西
域
で
の
異
常
体
験
を
描
く
、
琴
参
の
辺
塞
詩
で
あ
る
。
「
宿
鉄
関
西
館
」
（
『
琴
嘉
州
詩
』
巻
三
）
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
歌
う
。
」
ほ
る
塞
過
心
常
怯
塞
退
か
に
し
て
心
常
に
怯
え
郷
造
夢
亦
迷
郷
遥
か
に
し
て
夢
も
亦
迷
う
長
安
か
ら
安
西
へ
赴
く
途
中
の
作
で
、
故
郷
ま
で
遠
い
こ
と
を
い
う
。
ま
た
、
「
与
独
孤
漸
道
別
長
句
兼
口
重
厳
八
倍
御
」
（
『
琴
豪
州
詩』
巻
二
）
で
は
、
地
粥
荒
絶
漠
鳥
不
飛
万
礁
千
山
夢
猶
憐
と
歌
う
。
輪
台
の
作
で
、
窮荒
絶漠
鳥
飛
ば
ず
万破
千山
夢
す
ら
猶
お
憾
し
や
は
り
故
郷
ま
で
遠
い
こ
と
を
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
詩
は
、
夢
の
中
で
は
ふ
つ
う
故
郷
ま
で
の
距
離
が
な
く
な
る
、
と
い
う
前
提
が
認
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
効
果
的
な
の
だ
と
言
え
よ
う
。
「
聞
貴
殿
」
に
戻
れ
ば
、
「
王
畿
優
本
少
賦
役
、
務
閑
酒
熟
鏡
経
過
」
の
よ
う
に
美
し
い
故
郷
の
イ
メ
ー
ジ
を
思
い
描
い
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
「
荒
れ
た
故
郷
に
心
を
痛
め
る
」
と
い
う
望
郷
詩
の
モ
チ
ー
フ
か
ら
見
れ
ば
、
特
異
な
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
荒
れ
た
故
郷
を
ユ
ー
ト
ピ
ア
に
変
貌
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
望
郷
の
思
い
を
昇
華
さ
せ
よ
う
と
意
図
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
「
問
黄
鮎
」
は
、
単
純
な
望
郷
詩
で
は
な
い
。
「
我
今
誤
落
千
万
山
、
身
同
愴
人
不
思
還
」
、
故
郷
に
帰
ら
な
84
く
て
も
よ
い
と
い
う
の
な
ど
も
、
額
面
通
り
に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
、
故
郷
へ
の
執
着
を
屈
折
的
に
表
現
53
83
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
望
郷
の
思
い
を
昇
華
さ
せ
よ
う
と
す
る
試
み
も
、
昇
華
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
強
く
故
郷
へ
の
思
54
い
に
縛
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
最
後
に
、
「
閏
貴
殿
」
に
お
け
る
夢
と
現
実
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
こ
の
詩
は
夢
の
中
断
の
後
か
ら
、
詩
に
お
け
る
幸
福
な
時
間
が
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
詩
に
お
け
る
幸
福
な
時
間
と
は
、
従
来
の
望
郷
詩
で
は
、
夢
の
中
の
時
間
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
こ
こ
で
は
夢
と
現
実
の
関
係
が
逆
転
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
こ
に
、
夢
の
中
へ
の
没
入
を
拒
否
し
、
現
実
と
対
決
し
な
が
ら
、
活
路
を
開
い
て
い
こ
う
と
す
る
柳
宗
元
の
強
い
意
志
を
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
と
同
時
に
、
夢
と
現
実
の
関
係
が
逆
転
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
柳
宗
元
は
現
実
そ
の
も
の
を
夢
に
変
え
よ
う
と
し
た
の
だ
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
れ
が
柳
宗
元
の
現
実
と
の
戦
い
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
。
柳宗元の望郷詩
注
（
1
）
登
高
遠
望
の
呪
的
意
味
に
つ
い
て
は
、
宇
野
直
人
「
登
高
詩
の
変
遷
そ
の
こ
（
『
中
国
古
典
詩
歌
の
手
法
と
言
語
』
、
研
文
出
版
、
一
九
九
一
）
が
、
白
川
静
氏
の
著
作
に
基
づ
き
な
が
ら
説
明
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
地
霊
と
の
交
渉
、
眼
の
呪
力
に
よ
る
対
象
の
支
配
、
と
い
う
二
つ
の
意
味
が
あ
る
（
三
七
七
、
八
頁
）
。
（
2
）
妾
が
遠
く
に
い
る
夫
を
思
う
詩
に
も
、
こ
の
よ
う
な
図
式
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
「
欽
馬
長
城
窟
行
」
（
『
文
選
』
巻
二
十
七
）の中
で
は
、
夢
出
兄
在
我
傍
忽
覚
在
佗
郷
佗
郷
各
異
県
椒
転
不
可
見
夢
に
見
れ
ば
我
が
傍
に
在
る
も
忽
ち
覚
む
れ
ば
佗
郷
に
在
り
佗郷
各
々
県
を
異
に
し
輯
転
し
て
見
る
べ
か
ら
ず
と
歌
う
。
異
郷
に
暮
ら
す
夫
の
夢
を
妻
が
見
る
。
だ
が
、
目
覚
め
れ
ば
別
れ
別
れ
に
な
る
の
で
あ
る
。
（
3
）
柳
宗
元
の
故
郷
に
つ
い
て
は
、
戸
崎
智
彦
「
柳
宗
元
の
故
郷
と
唐
長
安
城
－
柳
宗
元
の
故
郷
・
荘
園
を
め
ぐ
る
唐
代
長
安
城
里
坊
・
長
安
県
郷
里
に
関
す
る
歴
史
地
理
学
的
考
察
の
試
み
（
上
）
－
」
（
『
彦
根
論
叢
』 二
九
六
、
一
九
九
五
）
を
参
照
。
そ
こ
で
、
柳
宗
元
の
意
識
す
る
故
郷
に
は
、
河
東
解
県
、
長
安
万
年
県
の
親
仁
里
、
長
安
県
の
善
和
里
、
長
安
城
西
の
荘
園
の
四
つ
の
地
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
